
 

 

別紙２（工作物の建設等に関する行為の概要） 

配
置
・
規
模 

工作物の種類  

構造  

敷地境界線 
からの後退 

公共空間側の敷地境界線から最短距離   ｍ 

 届出部分 既存部分 合計 

敷地面積 ㎡ ㎡ ㎡ 

築造面積 ㎡ ㎡ ㎡ 

外観面積 ㎡ ㎡ ㎡ 

長さ ｍ ｍ ｍ 

高さ ｍ ｍ ｍ 

形態
意匠

壁面や屋上等 
への装飾物 

□ 有（種類                        ） 

□ 無 

色
彩 

外
壁 

未着色部分 仕上げ方法 （              ） 割合（   ％）

色彩（基調色） 色相（     ）／明度（     ）／彩度（     ） 割合（   ％）

色彩（ｱｸｾﾝﾄｶﾗｰ） 色相（     ）／明度（     ）／彩度（     ） 割合（   ％）

緑
化 

緑化面積 緑化面積の合計 （    ㎡） 

そ
の
他 

屋外に設置する 
建築設備 

□ 有（種類          ） （高さ     ｍ） 

□ 無 

垣、柵等の装飾 □ 有（種類          ） □ 無 

屋外照明
の設置 

外壁 □ 有 □ 無 

屋根 □ 有 □ 無 

備考 １ この書面は、工作物ごとに作成してください。 
   ２ 該当する項目の□内に 印を付けてください。 

   ３ 「工作物の種類」欄は、条例別表に掲げる工作物の種類を記載してください。 
   ４ 「外観面積」欄は、外観の変更の場合に壁面の鉛直投影面積及び屋根の水平投影面積を記

入してください。 

   ５ 条例別表に掲げる工作物の内、『擁壁、垣（生け垣を除く。）、柵、塀その他これらに類す

るもの』の場合は、「長さ」の欄を記入してください。 
   ６ 「色彩」欄は、マンセル値を記入してください。「アクセントカラー」とは、デザインの

アクセントとして、基調色の範囲外で用いる色です。 
    


